
３月定例会３月定例会

№175
令和６年
４月18日

議会議会だよりだより
たまかわたまかわ

主　な　内　容
議会体制決まる ……………………２～４
第１回臨時会 ………………………………５
議案審議 ………………………………８～11
村政ここがききたい …………13～19
議会活動 ……………………………20～21
出逢いと別れの春 ………………22～23
村民の声 ……………………………………24

（認定こども園たまかわクックの森）ども園たまかわク ク（認定こども園たまかわク クの森）

きれいなお花と　　　きれいなお花と　　　
ステキな笑顔ステキな笑顔



議会体制決まる
総務産業建設常任委員会
委員長  林　 芳子 氏
文教厚生常任委員会
委員長  飯島 三郎 氏

　令和６年第１回臨時会は、４月４日午前10時から本会議場で開かれ、新体制が決まりました。

議　長　小針 竹千代 氏
副議長　石 井 清 勝  氏
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　本村議会の副議長に選任されましたこと
は、責任の重大さを痛感しているところで
ございます。さらなる議会改革の推進とな
る議会の活性化のため、また村政発展のた
めに微力を尽くす覚悟です。皆様のさらな
るご支援をお願い申し上げます。

石
いし

井
い

清
きよかつ

勝副議長 （69歳） 小
こ

針
ばり

竹
たけ

千
ち よ

代議長 （69歳）

　この度の議会議員改選にあたり、不肖私
が議長に選任されました。身に余る光栄と
存じます。一方責任の重大さを感じ、身の
引き締まる思いです。村民の声が反映でき
る議会、議員各位の議論ができる議会運営
を目指し頑張る覚悟です。

12番議員12番議員11番議員11番議員



議員より　ひとこと議員より　ひとこと
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３番議員３番議員

７番議員７番議員

９番議員９番議員

２番議員２番議員

４番議員４番議員

６番議員６番議員

８番議員８番議員

10番議員10番議員

「小さな声を大切に。」
を信条に、玉川村の未来の
ため村民の皆さんと共に歩
み、一意専心で取り組んで
参ります。

小
こ

針
ばり

善
よしとも

誠（46歳）

１番議員１番議員

堀
ほりこし

越 美
み ほ

保（46歳）
子どもから現役世代、シ

ニア世代の誰もが輝ける村
となるよう、皆さんの意見
をしっかり聴いて、玉川村
の未来を創って参ります。

佐
さ く ま

久間福
ふく

男
お
（57歳）

愛すべき玉川村をもっと
安全で安心な住みやすい村に
したい、という気持ちで村民
を守り、村民に寄り添う姿勢
で取り組んで参ります。

円
つむらや

谷 兼
けんいち

一（62歳）
未来の玉川村を守るため

に、魅力ある地域づくりを
モットーに、全力で進めて
まいります。提案型の議員
活動をめざします。

岩
いわ

谷
や

幸
ゆき

雄
お
（69歳）

未来に輝く玉川村の為
に、村民の代弁者として皆
さんの意見を議会に届け、
日々議員活動を頑張って行
きます。

５番議員５番議員

大
おお

羅
ら

　　将
ひとし

（34歳）

村民の声を村政に反映
し、皆さまが健康で笑顔に過
ごせる村づくりを目指しま
す。玉川村の未来のために力
を尽くしてまいります。

須
す

藤
どう

安
やすあき

昭（68歳）
皆さんの声を村政に反映

させ、議員、執行部が切磋
琢磨して、住みよい玉川村
づくりをすすめます。

飯
いいじま

島 三
さぶろう

郎（77歳）
村民の皆さまに４期13年

間の経験を活かし、村民の
皆さまに寄り添った、健康
で明るい村づくりに努力し
たい。

林
はやし

　　芳
よし

子
こ
（69歳）

「住民が１番上」である
村づくり、常に聞く耳を持
ち、議員は縁の下の力持ち
である事を忘れずに！

三
さんぺい

瓶　　力
ちから

（76歳）

「住みよい村づくりに向
けて」玉川村に生まれて良
かったと思える村、移住し
て来て良かったと思える村
になるよう努力します。

※令和６年４月18日時点の年齢※令和６年４月18日時点の年齢
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◎ 林　　　芳　子
〇 大　羅　　　将
　 飯　島　三　郎
　 須　藤　安　昭
　 佐久間　福　男

《議会運営委員会》

◎ 林　　　芳　子
〇 須　藤　安　昭
　 石　井　清　勝
　 大　羅　　　将
　 岩　谷　幸　雄
　 佐久間　福　男

◎ 飯　島　三　郎
〇 円　谷　兼　一
　 小　針　竹千代
　 三　瓶　　　力
　 堀　越　美　保
　 小　針　善　誠

《総務産業建設常任委員会》

《文教厚生常任委員会》

●各組合議会議員

《石川地方生活環境
施設組合議会議員》

《須賀川地方広域
消防組合議会》

《公立岩瀬病院
企業団議会》

円谷兼一

佐久間福男

堀越美保 小針善誠

◎ 石　井　清　勝
〇 岩　谷　幸　雄
　 飯　島　三　郎
　 林　　　芳　子
　 小　針　善　誠

《議会基本条例制定特別委員会》
◎ 大　羅　　　将
〇 堀　越　美　保
　 円　谷　兼　一
　 佐久間　福　男
　 小　針　善　誠

《議会広報編集特別委員会》

林　芳子

各委員会の
委員を
紹介するよ

◎ 委 員 長
〇 副委員長　
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令
和
５
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
で
は
保
険
料
の
収

納
額
が
確
定
し
、
歳
出
で
は

広
域
連
合
納
付
金
額
が
確

定
し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
減

額
す
る
。

　

そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
87
万
円
減
額
し
、
予

算
総
額
を
６
７
０
２
万
円

と
す
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

須
藤
議
員

地
方
交
付
税

の
増
額
に
つ
い
て
の
方
策

や
働
き
か
け
を
し
た
の
か
。

村
長
　

財
源
の
確
保
は

必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
県
町

村
会
や
全
国
町
村
会
に
要
望

等
を
行
っ
て
い
る
。

須
藤
議
員

基
金
に
は
ど

ん
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の
残

高
は
ど
の
く
ら
い
か
。

村
長
　

基
金
に
は
、
積

立
型
と
果
実
運
用
型
が
あ

る
。
特
に
財
政
調
整
基
金
が

重
要
で
あ
り
、
令
和
６
年
度

当
初
予
算
編
成
に
当
た
り
財

源
確
保
が
困
難
で
基
金
を
取

り
崩
し
た
。
令
和
５
年
度
末

の
残
高
８
億
２
千
万
円
弱
が

令
和
６
年
度
末
残
高
３
億
６

千
万
円
弱
に
減
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

専
決
処
分
の
承
認

円
谷
議
員

歳
出
７
７
９

２
万
円
減
の
う
ち
商
工
費

が
５
３
１
２
万
円
減
と
大

部
分
を
占
め
て
い
る
が
、
そ

の
減
額
の
理
由
は
。

産
業
振
興
課
長　

乙
字
ケ

滝
公
園
駐
車
場
用
地
の
拡
張

分
で
所
有
者
か
ら
は
内
諾

を
得
て
進
め
て
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
代
替
地
の
場
所
や

金
額
等
で
折
り
合
い
が
つ
か

ず
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て

は
断
念
し
た
た
め
。

林
議
員

歳
入
に
つ
い

て
は
、
想
定
内
の
減
額
と
考

え
て
い
い
の
か
。

村
長
　

３
月
補
正
で
確

定
で
き
な
か
っ
た
部
分
に

つ
い
て
専
決
処
分
し
た
も

の
で
あ
る
。

林
議
員

民
生
費
の
扶

助
費
の
減
額
が
か
な
り
あ

る
が
、
し
わ
寄
せ
が
こ
ち
ら

に
き
て
い
る
と
い
っ
た
こ

と
は
な
い
の
か
。

村
長
　

年
度
末
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
事
業
を
行
い
不
利

益
の
な
い
よ
う
努
め
て
い

る
。
質
問
の
件
は
、
実
業
完

了
に
よ
る
実
績
に
基
づ
く

も
の
で
あ
り
、
し
わ
寄
せ
は

な
い
。

令
和
５
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

歳
入
で
は
保
険
料
の
収

納
額
が
確
定
し
、
歳
出
で
は

保
険
給
付
費
が
確
定
し
た

た
め
、そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
。

　

そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
79
万
円
減
額
し
、
予

算
総
額
を
７
億
７
０
０
３

万
円
と
す
る
。

﹇
質　

疑
﹈

須
す

藤
どう

安
やすあき

昭 氏

監
査
委
員
の
選
任
同
意

監
査
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
後
任
の
監
査

委
員
に
須
藤
安
昭
氏
を

選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
同
意
し
た
。

人
事
案
件

　今回の臨時会は、一般選挙後初めての議会であり、主に議長及び副議長の選挙と各委員会委員を選
任する議会構成のほかに、専決処分の承認（３件）、人事案件（１件）が審議され、すべて承認、同意
された。
　その内容については次のとおり。

玉川村議会 令和６年　第一回臨時会



　玉川村議会議員は、本年３月 30日で任期満了のため、任期中最後の定例会とな
る３月定例会は、３月４日から８日までの５日間の会期で開催された。
　初日に、村長の令和６年度施政方針では、「村民と共に歩み育む　心豊かな村づ
くり」を基本理念として、「未来（あす）が輝く村づくり、“元気な”たまかわ」を
村の将来像とし、５つの基本目標をしっかりと捉え、これまでの取り組みを更にシ
ンカ（進化、深化、新化）させ、将来を見据えた選ばれる村づくりを図れるよう継
続して各種事業に取り組むと表明された。
　今定例会では、条例改正や補正予算、新年度予算、人事案件などの議案 33件、
選挙管理委員会委員及び補充員の選挙１件、請願１件、議員発議１件を審議した。
　また、一般質問には６名の議員が登壇し、村執行部の考えを質した。

あらまし

一般会計    4７4７億億７,８00７,８00万円万円

５つの基本目標と主要事業

皆で支えあう福祉の村づくり
11億8,522万円

◆出産・子育て応援事業　≪継続≫（325万円）
◆御用聞きサービス実証事業　≪新規≫（478万円）
◆生活困窮世帯緊急補助事業　≪新規≫（9,406万円）　
◆給食費負担軽減助成事業　≪継続≫（1,543万円）　

1

　１億４,５００万円の増）
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一般会計   一般会計  4７億７,８00万円令和６年度令和６年度
予算審議予算審議

（前年比　　　

環境にやさしい安全・便利な村づくり

活力のある村づくり

人を育む村づくり

交流と協働の村づくり

15億9,837万円

3億1,230万円

3億4,463万円

2億6,623万円

◆生ごみ処理機補助事業　≪新規≫　（17万円）
◆屋内体育施設ＬＥＤ照明改修事業≪新規≫（3,224万円）
◆豊かな自然の中で実現する自分だけの「たまかわくらし」プロジェクト事業
                          【移住・定住対策】≪新規≫（1,507万円）
◆社会資本整備交付金事業【道路整備】　（1億5,870万円）
◆ため池緊急浚渫推進事業　（1億9,450万円）
◆消防装備品等管理事業【南須釜分団積載車の購入】（1,720万円）

◆産地生産力総合対策事業補助金　≪新規≫　（1,000万円）
◆複合型水辺施設整備事業　（3,500万円）
◆創業支援事業　≪新規≫　（150万円）
◆駅前開発関連事業　≪新規≫　（500万円）

◆学校教育指導員等配置事業　（2,082万円）
◆中学生国内研修事業　（1,079万円）

◆すがまプラザ交流センター管理事業　（1,323万円）
◆地域おこし協力隊事業　（1億937万円）

2

3

4

5
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﹇
質　

疑
﹈

小
林
議
員　

固
定
資
産
税
、

宅
地
が
増
え
て
い
る
中
で
微

増
な
原
因
は
何
か
。
宅
地
面

積
は
。

住
民
税
務
課
長

土
地
評
価

額
下
落
率
0.6
％
。
収
納
率
が

上
が
っ
て
い
る
の
で
、
0.5
％

の
増
加
で
見
込
ん
で
い
る
。

宅
地
課
税
面
積
は
２
０
９
・

８
ha
。

大
羅
議
員　

地
域
お
こ
し

協
力
隊
Ｐ
Ｒ
委
託
料
の
内
容

と
委
託
先
は
。

議
案
第
20
号

令
和
６
年
度

一
般
会
計
予
算

企
画
政
策
課
長

募
集
記

事
の
ウ
ェ
ブ
広
告
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

動
画
作
成
等
の
活
用
で
、
今

後
選
定
し
て
い
く
。

大
羅
議
員　

防
災
マ
ッ
プ

作
製
委
託
料
の
内
容
は
。

総
務
課
長　

金
波
川
の
浸

水
区
域
が
県
か
ら
示
さ
れ
た

た
め
マ
ッ
プ
に
追
加
。

大
羅
議
員

備
品
購
入

費
消
防
備
品
の
内
容
は
。

総
務
課
長　

南
須
釜
分
団

ポ
ン
プ
車
か
ら
積
載
車
へ
変

更
に
１
２
０
０
万
円
、
消
火

栓
ボ
ッ
ク
ス
等
20
万
。

大
和
田
議
員　

さ
る
な
し

生
産
意
欲
向
上
策
、
生
産

量
増
加
策
と
し
て
、
買
い

上
げ
価
格
の
値
上
げ
は
。

村
長
　

６
次
化
と
し
て
、

加
工
販
売
を
し
て
、
価
格
を

上
げ
ら
れ
る
仕
組
み
を
検
討

し
た
い
。

佐
久
間
議
員　

御
用
聞
き

サ
ー
ビ
ス
増
額
の
積
算
根
拠

と
利
用
者
増
へ
の
対
応
は
可

能
か
。

企
画
政
策
課
長

最
低
１

日
２
組
見
込
ま
れ
る
。
業
務

受
託
側
で
人
材
の
採
用
な
ど

の
対
応
を
と
る
。

村
長
　

月
１
回
関
係
者

が
集
ま
り
、
実
績
や
課
題
等

を
検
討
。

佐
久
間
議
員　

水
辺
施
設

「
乙
な
駅
た
ま
か
わ
」
の
指

定
管
理
者
委
託
料
が
９
０
０

万
円
で
は
な
く
６
０
０
万
円

の
理
由
は
。

企
画
政
策
課
長

ひ
と
月

あ
た
り
75
万
円
、
12
ヶ
月
で

計
上
し
て
い
る
が
、
施
工
の

遅
れ
が
あ
り
、
８
ヶ
月
分
で

計
上
。

塩
澤
議
員　
屋
内
遊
び
場
管

理
事
業
委
託
料
の
事
業
の
目

的
と
成
果
は
。
今
年
度
の
利

用
者
数
と
村
内
児
童
の
利
用

割
合
は
。

健
康
福
祉
課
長　

子
育
て
世

代
の
交
流
の
場
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。
２
月
末
時
点
で

前
年
を
上
回
る
１
万
７
５
５

８
人
が
利
用
し
、
村
内
利
用

者
は
約
９
％
。

塩
澤
議
員　

農
用
地
利
用

集
積
助
成
金
の
目
的
は
。

産
業
振
興
課
長

農
用
地
利

用
集
積
計
画
並
び
に
農
地
中

間
管
理
事
業
を
利
用
し
て
土

地
の
貸
し
借
り
を
行
っ
た
場

合
に
、
借
り
手
側
の
方
に
対

し
て
助
成
す
る
制
度
。

塩
澤
議
員

10
ア
ー
ル
当
た

り
い
く
ら
の
補
助
額
な
の
か
。

産
業
振
興
課
長

最
初
の
設

定
時
に
10
年
間
の
賃
借
で
10

ア
ー
ル
当
た
り
１
万
円
を
、

借
り
手
側
の
方
に
交
付
す
る

制
度
。

塩
澤
議
員　

貸
す
側
、
借

り
る
側
両
方
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
魅
力
あ
る
事
業
に
は
出

来
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

借
り
る
人

が
少
な
い
現
状
を
受
け
、
借

り
る
方
へ
の
多
少
な
り
の
財

政
面
で
の
援
助
が
で
き
な
い

か
と
の
こ
と
で
設
け
た
制
度
。

塩
澤
議
員　

土
木
費
で
、
議

会
で
採
択
さ
れ
た
請
願
箇
所

は
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
。

地
域
整
備
課
長　

岩
法
寺
字

上
代
地
区
の
側
溝
布
設
整
備

が
予
算
化
さ
れ
た
。

塩
澤
議
員　

ふ
く
し
ま
駅

伝
予
算
で
繰
越
金
が
あ
り
減

額
し
た
と
の
説
明
だ
が
、
ど

こ
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の

か
。
透
明
性
に
欠
け
わ
か
り

に
く
い
。

公
民
館
長

ふ
く
し
ま
駅

伝
は
別
会
計
で
、
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
ら
補
助
金
と
し
て
支

出
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
協

会
総
会
で
決
算
を
報
告
し
て

い
る
。
今
後
わ
か
り
や
す
い

会
計
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

石
井
議
員　

集
落
支
援
員

の
予
算
額
と
募
集
人
数
は
。

企
画
政
策
課
長

集
落
支
援

員
の
予
算
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
同
じ
予
算
枠
で
計

上
し
て
お
り
、
４
０
９
７
万

計
上
。
現
在
の
と
こ
ろ
２
人

﹇
質　

疑
﹈
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小
林
議
員　

令
和
５
年
度

玉
川
村
空
き
家
対
策
総
合
支

援
事
業
補
助
金
は
減
額
補
正

さ
れ
た
。
令
和
６
年
度
は
１

０
３
０
万
円
と
、
約
21
倍
の

増
。
そ
の
支
援
の
内
容
と
村

内
の
空
き
家
は
地
域
ご
と
に

何
戸
存
在
す
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長　

空
き
家
対

策
事
業
補
助
金
は
、
定
住
、

産
業
振
興
課
長　

サ
ブ
レ
に

つ
い
て
は
、
完
売
し
て
い
る

状
況
か
ら
そ
れ
な
り
の
評
価

は
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解

し
て
い
る
。

販
売
額
は
、
プ
リ
ン
と
合
わ

せ
て
、
令
和
３
年
度
約
１
９

９
万
円
。
令
和
４
年
度
に
２

１
５
万
円
、
令
和
５
年
度
は

現
時
点
で
の
見
込
み
で
約
２

４
０
万
円
。

の
予
定
。

小
林
議
員　

夏
祭
り
補
助

金
が
50
％
増
と
な
る
理
由
と

効
果
は
。

産
業
振
興
課
長

花
火
経
費

が
主
な
も
の
。
近
年
の
物
価

高
騰
に
よ
る
影
響
と
、
昨
年

の
テ
ン
ト
事
故
を
受
け
、
専

門
業
者
に
よ
る
設
営
等
の
経

費
増
。

小
林
議
員

玉
川
村
観
光
物

産
協
会
運
営
補
助
金
令
和
５

年
度
は
７
３
１
万
が
１
４
６

９
万
円
と
倍
増
予
算
で
、
得

ら
れ
る
費
用
対
効
果
は
何
か
。

産
業
振
興
課
長

主
な
も
の

は
人
件
費
に
係
る
も
の
。
補

助
事
業
を
活
用
し
賄
っ
て
き

た
も
の
が
、
令
和
６
年
度
に

つ
い
て
は
補
助
事
業
が
活
用

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
職

員
数
は
同
じ
人
数
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
理
由
は
今
後

オ
ー
プ
ン
し
て
く
る
水
辺
施

設
、「
乙
な
駅
」
に
観
光
物

産
協
会
の
窓
口
を
設
け
る
計

画
に
な
っ
て
い
る
た
め
。

小
林
議
員

「
サ
ブ
レ
」

の
販
売
実
績
と
評
判
は
。

交
流
人
口
の
拡
大
や
新
婚
子

育
て
世
帯
の
住
居
水
準
の
向

上
を
図
る
た
め
令
和
４
年
度

よ
り
開
始
さ
れ
た
事
業
。
今

ま
で
特
定
空
き
家
の
み
対
象

の
補
助
を
一
般
の
空
き
家
に

も
拡
充
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費

用
も
補
助
す
る
。
補
助
の
内

容
は
、
一
般
空
き
家
向
け
除

去
に
対
す
る
費
用
補
助
５
件

分
。
同
じ
く
一
般
の
空
き
家

向
け
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
費

用
３
件
分
。
空
き
家
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
費

用
補
助
５
件
分
。

特
定
空
き
家
の
除
去
補
助
も

１
件
で
、
予
算
を
計
上
し
合

計
額
が
１
０
３
０
万
円
。
村

内
の
空
き
家
は
、
川
辺
７
、

蒜
生
４
、
小
高
12
、
中
８
、

岩
法
寺
５
、
竜
崎
７
、
南
須

釜
８
、
北
須
釜
５
、
吉
２
、

山
小
屋
１
、
四
辻
新
田
１
、

合
計
60
戸
。

小
林
議
員　

教
育
費
で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
50
％
減

の
理
由
は
。

教
育
課
長

協
力
隊
を
募

集
し
て
も
集
ま
ら
な
い
た
め

２
名
を
１
名
に
減
と
し
た
。

小
針
議
員　

食
品
の
放
射

能
の
簡
易
測
定
は
い
つ
ま
で

や
る
の
か
。
県
か
ら
の
指
示

な
の
か
。

住
民
税
務
課
長　

食
品
等
放

射
性
物
質
簡
易
測
定
業
務
委

託
料
に
つ
い
て
は
現
在
、
観

光
物
産
協
会
に
委
託
し
て
実

施
し
て
い
る
。
全
て
県
か
ら

補
助
金
と
し
て
村
へ
交
付
さ

れ
、
観
光
物
産
協
会
に
支
出

し
て
い
る
。
県
か
ら
い
つ
ま

で
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う

指
示
は
特
に
な
い
。

小
針
議
員　

産
地
生
産
力

総
合
対
策
事
業
補
助
金
１

０
０
０
万
円
。
ハ
ウ
ス
移

転
の
補
助
金
は
遊
水
地
関

係
で
移
転
さ
れ
る
た
め
の
補

助
金
か
。
ま
た
、
条
件
と
10

ア
ー
ル
当
た
り
ど
れ
く
ら

い
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長

こ
の
事

業
の
目
的
は
遊
水
地
に
限
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
新
た
に

産
地
の
生
産
力
と
な
る
よ
う

な
野
菜
を
生
産
す
る
た
め
の

施
設
を
設
置
す
る
方
に
対
す

る
補
助
と
し
て
、
事
業
化
さ

れ
て
い
る
も
の
。
今
回
遊
水

地
で
移
転
さ
れ
る
方
も
こ
の

補
助
事
業
に
合
致
す
る
の
で

計
上
し
た
。
10
ア
ー
ル
当
た

り
い
く
ら
と
の
基
準
で
は
な

く
、
事
業
費
の
10
分
の
4
の

補
助
。

小
針
議
員　

条
件
は
補
償

を
も
ら
っ
て
新
築
な
の
か
。

移
転
も
対
象
に
な
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長

遊
水
地

に
伴
い
移
転
す
る
方
の
み

を
対
象
と
し
た
事
業
で
は
な

く
、
従
来
よ
り
あ
る
事
業
。

補
償
金
の
有
無
は
関
係
な

く
、
あ
く
ま
で
も
事
業
費
の

10
分
の
４
が
補
助
さ
れ
る
と

い
う
事
業
で
あ
る
。
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議
案
第
５
号

玉
川
村
表
彰
条

例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

議
案
第
16
号

令
和
５
年
度

玉
川
村
一
般
会

計
補
正
予
算

(

第
5
号
）

議
案
第
19
号

令
和
５
年
度

玉
川
村
宅
地
造

成
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

(

第
１
号
）

議
案
第
13
号

玉
川
村
保
健
協

力
員
設
置
条
例

を
廃
止
す
る
条

例

すべて原案どおり可決すべて原案どおり可決
３月定例会

﹇
質　

疑
﹈

﹇
質　

疑
﹈

﹇
質　

疑
﹈

小
林
議
員　

村
長
が
必
要

と
認
め
た
と
き
と
は
、
い
つ

で
も
随
時
と
い
う
こ
と
か
。

総
務
課
長　

受
賞
者
の
都

合
を
お
聞
き
し
て
、
受
賞

し
や
す
い
日
を
決
定
し
て

表
彰
を
行
う
。

令
和
６
年
度
か
ら
の
検
診

申
込
方
法
の
デ
ジ
タ
ル
化

や
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
対
す
る
住
民
意
識
の

変
化
な
ど
の
地
域
社
会
情

勢
の
変
化
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
役
割
を
、
保
健
協
力

員
が
担
う
必
要
性
が
著
し

く
低
下
し
て
き
た
こ
と
に

よ
り
設
置
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
。

小
林
議
員　

立
ち
木
売
払

収
入
は
、
予
算
１
千
円
に

対
し
53
万
円
と
増
で
あ
る

が
、
ど
こ
の
何
を
売
っ
た

の
か
。

総
務
課
長

場
所
に
つ
い

て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の

南
側
に
か
か
る
玉
川
村
所

有
の
雑
木
林
。
森
林
再
生

事
業
で
雑
木
を
パ
ル
プ
材

と
し
て
搬
出
し
た
。
重
さ

２
２
４
・
88
ｔ
と
な
り
、

売
却
金
額
か
ら
運
賃
を
差

し
引
い
た
金
額
が
53
万
円

の
増
額
を
し
た
。

小
林
議
員

企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
。
補
正

で
１
０
０
万
円
、
な
ぜ
減

額
な
の
か
。
見
込
み
違
い

だ
っ
た
の
か
。

企
画
政
策
課
長　

現
在
の

と
こ
ろ
、
予
定
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
減
額
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

小
林
議
員　

道
路
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
工
事
費
で
、
橋
梁
補

修
費
が
１
１
０
０
万
円
減

額
さ
れ
て
い
る
。
当
初
３

１
０
０
万
円
を
計
上
。
35
・

５
％
の
減
額
の
理
由
は
。

地
域
整
備
課
長

道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
の
１
１

０
０
万
円
減
額
の
理
由
は
、

橋
梁
の
補
修
に
つ
い
て
、

当
初
３
１
０
０
万
円
ほ
ど

事
業
費
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
国
か
ら
の
内
示
割
り

当
て
が
満
額
つ
か
な
か
っ

た
た
め
、
結
果
的
に
２
０

０
０
万
円
に
な
っ
た
。

小
林
議
員　

こ
の
工
事
は

い
つ
終
わ
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長　

地
滑
り

工
事
は
６
月
中
に
竣
工
し
、

宅
地
造
成
工
事
は
令
和
７

年
３
月
を
め
ど
に
竣
工
を

予
定
し
て
い
る
。
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議案第 30～ 32号　人権擁護委員の推薦への意見
　任期満了に伴い、次の３名を全会一致で適任者であることを決定した。
　　・吉田　義之氏（川辺）　・有賀　明美氏（吉）　・草野　光德氏（北須釜）
　任期は、令和６年７月１日から令和９年６月 30日までの３年間。

議案第 33号　教育委員会委員の任命に同意
瀬谷　豊氏（北須釜）を全会一致で同意した。
任期は、令和６年３月８日から令和９年 10月３日まで。

議案第 27～ 29号　固定資産評価審査委員会委員に同意
　任期満了に伴い、次の３名を全会一致で同意した。
　　・大和田　スミ氏（南須釜）　・車田　利重氏（小高）　・須藤　清子氏（小高）
　任期は、令和６年４月１日から令和９年３月 31日までの３年間。

選挙第１号　選挙管理委員及び補充員の選挙
　現選挙管理委員の任期満了に伴い選挙を行い、次の８名に決定した。
　　選挙管理委員
 　　　・鈴木　繁孝氏（川辺）　　・眞弓　誠氏（蒜生）
　　　　　　 ・秋山　一男氏（吉）　　　・大和田　宏氏（南須釡）
　　選挙管理委員補充員
 　　　・草野　常男氏（南須釜）　・塩澤　善勝氏（北須釜）
 　　　・小林　金喜氏（竜崎）　　・溝井　正一郎氏（小高）
　任期は、令和６年４月１日から令和 10年３月 31日までの４年間。

　受理番号：請願第１号
　受理年月日：令和６年２月 19日
　請願の名称：福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出の請願について

　総務産業建設常任委員会に付託された上記請願について、令和６年３月４日に委員会で審
議を行い、本会議に発議を提出し、請願が「採択」されました。定例会終了後、国の関係す
る大臣等へそれぞれ意見書を提出しました。
◎意見書提出先：内閣総理大臣・厚生労働大臣・福島労働局長

請願の処理請願の処理
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番　号 件　　　名 採決 内　容　等

議案第１号 専決処分の承認を求めること（令和５年度一般会計補正
予算（第４号）専決第１号） 承認 生活困窮世帯緊急補助事業補助金を増額し、予算総

額を 53 億 560 万円とする。

議案第２号 専決処分の承認を求めること（玉川村手数料徴収条例の
一部を改正する条例　専決第２号） 承認 戸籍法に基づく戸籍証明手数料についての改正。

議案第３号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 等級別基準職務表の４級に、専門員の職務を追加する改正。
議案第４号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 会計年度任用職員への勤勉手当を支給する改正。
議案第５号 表彰条例の一部を改正する条例 可決 10 ページに記載
議案第６号 道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 可決 県における占用料単価の改定に伴う、村単価についての改正。

議案第７号 介護保険条例の一部を改正する条例 可決 介護保険法施行令の改正に伴う、低所得層の保険料
率や所得段階の多段階化等に関する所要の改正。

議案第８号 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定
める条例の一部を改正する条例 可決

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運用に
関する基準等の一部を改正する省令の公布による所
要の改正。

議案第９号
指定介護予防支援事業等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る予防のための効果的な支援の方
法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

可決

議案第10号 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決

議案第11号
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決

議案第12号 村営住宅管理条例の一部を改正する条例 可決 施行令条番号変更による改正。
議案第13号 保健協力員設置条例を廃止する条例 可決 10ページに記載
議案第14号 村道の路線変更 可決 村道中－16号線の変更による改正。
議案第15号 公の施設の指定管理者の指定 可決 玉川村消防団吉分団消防屯所の指定管理者の指定。
議案第16号 令和５年度一般会計補正予算（第５号） 可決 10ページに記載

議案第17号 令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 歳入歳出それぞれ 1,368 万円を減額し、予算総額を 6
億 8,097 万円とする。

議案第18号 令和５年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 歳入歳出それぞれ 1,614 万円を追加し、予算総額を 7
億 7,083 万円とする。

議案第19号 令和５年度宅地造成事業特別会計補正予算（第１号） 可決 10 ページに記載
議案第20号 令和６年度一般会計予算 可決 8～ 9ページに記載

議案第21号 令和６年度国民健康保険特別会計予算 可決 予算総額は6億6,847万円。主なものは、歳入で国民健康
保険税1億3,396万円、歳出で保険給付費4億9,694万円。

議案第22号 令和６年度介護保険特別会計予算 可決 予算総額は 6 億 9,686 万円。主なものは、歳入で介護
保険料1億4,701万円、歳出で保険給付費6億4,336万円。

議案第23号 令和６年度後期高齢者医療特別会計予算 可決 予算総額は 7,081 万円。主なものは、歳入で保険料
4,923 万円、歳出で広域連合納付金 6,766 万円。

議案第24号 令和６年度宅地造成事業特別会計予算 可決 予算総額は 1,307 万円。主なものは、歳入で繰入金
1,307 万円、歳出で公債費 1,257 万円。

議案第25号 令和６年度上水道事業会計予算 可決 給水戸数は1,875戸、一日平均給水量は1,890立方メー
トルと見込み、収益的収支はそれぞれ 2億 4,634 万円。

議案第26号 令和６年度農業集落排水事業会計予算 可決 排水戸数は 710 戸、一日平均排水量は 566 立方メー
トルと見込み、収益的収支はそれぞれ 1億 8,803 万円。

議案
第 27~29 号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること 同意 11 ページに記載

議案
第 30~32 号 人権擁護委員の推薦つき意見を求めること 適任 　〃

議案第33号 教育委員会委員の任命につき同意を求めること 同意 　〃
選挙第 1号 選挙管理委員及び補充員の選挙 ― 　〃
請願第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出の請願 採択 　〃
発議第１号 福島県最低賃金の引上げと早期発効を求める意見書の提出 可決 　〃

玉川村議会 ３月定例会

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

議会を傍聴しませんか ３月定例会の傍聴人数　　32人（令和６年累計傍聴人数37人）
　第1回臨時会の傍聴人数　 ５人

次回の定例会は６月中旬を予定

審議議案と各議員の賛否 全会一致で賛成のため、賛否は省略しました
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一
般
質
問

工
業
の
跡
地
が
あ
り
、
旧
駒

木
根
工
業
工
場
跡
地
活
用
は
、

こ
れ
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
て
検
討
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
あ
の
辺

一
体
の
分
譲
地
の
検
討
は
。

答

こ
れ
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
計
画
を
作
る

が
多
く
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
い
て
い
く
。

問　
移
住
・
定
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
い
る
が
、
こ
の

方
と
連
携
し
て
諸
事
業
を
行

う
職
員
の
配
置
、
空
き
地
、

空
き
家
対
策
も
含
め
た
事
業

展
開
を
進
め
る
考
え
は
。

答　
た
ま
か
わ
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
構
成

は
、
企
画
政
策
課
の
職
員
と

移
住
・
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
令
和

６
年
度
に
お
い
て
新
た
に
採

用
す
る
集
落
支
援
員
と
、
移

住
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
等
を
考

え
て
い
る
。

問

空
き
家
対
策
に
お
い
て

管
理
さ
れ
て
い
な
い
所
有
者

問　

玉
川
村
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ほ
と
ん
ど

が
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
を
か
ぶ

せ
た
だ
け
の
所
が
多
く
、
カ

ラ
ス
や
動
物
に
食
い
散
ら
か

さ
れ
て
い
る
所
も
見
受
け
ら

れ
る
、
道
路
沿
い
は
思
わ
ぬ

事
故
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

古
殿
町
に
お
い
て
は
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
町
が
設
置

し
て
お
り
景
観
も
良
い
。
玉

川
村
も
行
政
区
長
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
毎
年
、
行
政

区
１
箇
所
位
の
改
善
が
で
き

る
よ
う
、
予
算
計
上
は
で
き

な
い
か
。

答

今
ま
で
通
り
行
政
区
及

び
、
利
用
者
で
の
設
置
、
管
理

で
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
の

配
布
や
、
ル
ー
ル
違
反
ゴ
ミ
の

早
期
回
収
な
ど
に
取
り
組
む
。

に
対
し
、空
き
家
対
策
会
議
で
、

年
に
一
度
以
上
の
管
理
を
す

る
よ
う
通
告
書
を
出
す
よ
う

に
言
っ
た
が
実
施
さ
れ
た
か
。

答　

通
知
し
て
い
な
い
。

問　
玉
川
村
は
、
石
川
郡
の

中
で
も
交
通
の
便
等
、
条
件

に
恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
、

人
口
減
少
対
策
の
一
番
の
対

策
が
、
村
独
自
の
分
譲
地
を

造
成
す
る
こ
と
だ
と
思
う
が

分
譲
地
を
作
る
考
え
は
。

答　
旧
須

中
学
校
の
校

庭
宅
地
化
計
画
と
遊
水
地

移
転
に
係
る
宅
地
造
成
以
外

に
、
分
譲
地
の
造
成
計
画
は

な
い
。

問

遊
水
地
の
移
転
候
補
地

の
一
つ
と
し
て
、
旧
駒
木
根

Q人口減少対策の
分譲地造成は

A村独自の分譲地
は考えてない

Qごみステーショ
ン改善予算は
A今までどおり

Q村民の翼の実施
サイクル短縮は

A今まで通り５年

林野庁の補助により整備した
古殿町のごみステーション

村民の翼

小
こ

針
ばり

竹
たけ

千
ち よ

代 議員

問

福
島
空
港
開
港
30
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
た
ま

か
わ
村
民
の
翼
は
、
村
民
30

名
限
定
で
募
集
し
た
と
こ
ろ

１
０
０
名
を
超
え
る
申
し
込

み
が
あ
り
、
急
遽
、
増
員
対

応
し
64
名
が
参
加
。
大
変
好

評
で
、
ま
た
実
施
し
て
欲
し

い
と
の
要
望
が
あ
る
。
村
民

の
翼
は
５
年
に
１
度
の
事
業

で
は
あ
る
が
、
空
港
の
あ
る

村
、
空
港
利
活
用
を
考
え
て

も
、
も
う
少
し
短
い
サ
イ
ク

ル
で
も
良
い
の
で
は
。

答
64
名
と
多
く
の
村
民
の

皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
大

変
好
評
で
あ
っ
た
が
、
現
時

点
で
は
５
年
ご
と
の
実
施
。



ら
、
対
策
が
必
要
と
判
断
し

て
、
６
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
た
。

地
整
備
の
関
連
事
業
と
し
て
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

問　
重
要
な
路
線
で
あ
る

と
、
前
任
者
は
明
言
さ
れ
た
。

通
行
、
耕
作
、
施
設
移
転
先

に
希
望
の
持
て
る
地
区
利
用

向
上
に
、
遊
水
地
整
備
で
、

失
わ
れ
る
諸
々
の
代
替
補
償

に
、
前
任
者
同
様
関
連
付
け

事
業
と
し
て
、
整
備
の
必
要

性
を
継
続
要
望
の
考
え
は
。

答　
施
設
園
芸
は
複
数
名
の

希
望
が
あ
れ
ば
、
移
転
先
と

し
て
整
備
す
る
方
向
で
、
検

討
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
大
型

機
械
の
通
行
に
対
応
し
た
、
道

路
拡
幅
等
の
整
備
な
ど
遊
水

問

大
変
重
要
な
生
活
道

路
で
あ
る
が
、
Ｕ
字
溝
が
無

く
雨
水
排
水
処
理
に
不
便
を

来
し
て
い
る
。
令
和
２
年
に

請
願
が
あ
り
、
緊
急
性
危
険

性
は
無
い
と
、
予
算
計
上
に

至
ら
な
か
っ
た
が
、
住
宅
立

地
性
が
高
い
地
区
の
今
後
の

為
に
村
単
独
事
業
で
、
実
施

す
べ
き
で
は
。

答　
沿
線
に
は
住
宅
が
数

軒
あ
り
、
今
後
も
建
築
が
進

む
も
の
と
期
待
し
て
お
り
、

集
中
豪
雨
の
際
に
宅
地
内
に

逆
流
し
住
民
の
方
々
に
被
害

を
及
ぼ
し
て
い
る
現
状
か

問　
村
と
県
に
拠
る
意
見

交
換
会
で
、
継
続
要
望
し
利

用
状
況
、
用
地
協
力
等
、
地

域
の
合
意
形
成
の
状
況
を
検

討
す
る
と
、
回
答
を
得
た
と

昨
年
９
月
定
例
会
質
問
で
、

答
弁
さ
れ
一
歩
前
進
の
兆
し

が
見
え
た
が
、
そ
の
後
進
展

状
況
は
。

答　
竜
崎
字
四
斗
蒔
地
内

か
ら
中
字
道
上
地
内
の
未
整

備
区
間
の
、
測
量
調
査
を
３

月
ま
で
の
工
期
で
実
施
さ
れ

た
。
重
点
区
間
に
位
置
付
け

さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
早

期
着
工
を
根
気
よ
く
要
望
し

て
い
く
。

問　
村
職
員
の
不
適
正
受
給

に
つ
い
て
、
事
の
責
任
は
、
受

給
者
本
人
に
有
る
が
、
管
理
監

督
側
に
対
し
て
も
、
批
判
の
目

は
向
い
た
も
の
で
あ
る
。
約
12

年
の
長
期
に
渡
り
、
看
過
さ
れ

て
来
た
の
は
本
人
届
出
を
真
に

受
け
、
生
活
実
態
の
実
証
確
認

が
無
か
っ
た
が
故
起
き
た
不
適

正
受
給
で
あ
る
。
再
発
防
止
策

と
し
て
条
例
、
規
則
見
直
し
等

の
改
正
の
考
え
と
、
ど
の
様
な

対
策
を
行
っ
た
の
か
。

答
総
点
検
の
結
果
同
様
な
事

案
は
無
い
。
今
後
は
居
住
の
実

態
に
つ
い
て
も
調
査
す
る
等
、

各
種
届
出
の
確
認
に
つ
い
て
、

実
行
性
の
高
い
再
発
防
止
策
を

図
っ
て
い
く
。
条
例
や
規
則
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
に
基
づ
き

定
め
て
い
る
の
で
、
見
直
し
等

は
行
わ
な
い
。
改
め
て
綱
紀
粛

正
を
徹
底
し
、
再
発
防
止
と
信

頼
回
復
に
全
力
で
取
り
組
む
。

問　
村
民
懇
談
会
で
の
意
見
、

提
言
の
中
で
決
ま
り
き
っ
た

通
知
書
は
無
駄
で
あ
る
と
、
改

善
を
求
め
る
提
言
で
、
過
去
数

回
に
渡
り
質
し
、
再
三
再
四
検

討
の
答
弁
。
少
し
進
展
の
兆
し

の
気
配
は
あ
っ
た
が
一
進
一

退
で
改
善
さ
れ
な
い
の
は
。

答　
納
入
通
知
書
は
請
求
書
、

領
収
書
の
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
必
要
と
し
て
い
る
も
の

と
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
送
付
不
要
と
連
絡
の
あ
っ

た
方
に
対
し
て
は
、
送
付
し
な

い
事
と
し
て
い
る
。
今
後
は
こ

の
様
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
事
を
、
し
っ
か
り
と
情
報
発

信
す
る
等
、
周
知
徹
底
を
図
っ

て
行
く
。

15 令和６年４月18日発行
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小
こばやし

林 徳
のりきよ

清議員

Q竜‒19号線拡幅
整備は

A引き続き国に
要望していく

Q竜崎、岩法寺Ⅱ‒2号線
　 上代地区Ｕ字溝設置は
A令和６年度予算に計上した

Q国道118号線歩道
未整備は

A早期着工を根気よ
く要望していく

Q下水道使用料通知
の改善は

A不要の連絡が有れ
ば送付しない

Q不適正受給防止対策は
A居住の実態調査など、
各種届出の確認で再発
防止策を図る

一
般
質
問

Q国道118号線歩道
未整備は

A早期着工を根気よ
く要望していく
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一
般
質
問

問　
玉
川
村
版
防
災
ア
プ
リ
を

導
入
し
た
経
緯
は
。

答　
防
災
行
政
無
線
の
更
新
事

業
の
際
に
、
防
災
ア
プ
リ
の
導

入
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
導
入

し
た
。

問　
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
の

使
用
は
。

答　
耳
の
不
自
由
な
方
で
も
、

文
字
と
し
て
情
報
を
得
る
こ
と

が
可
能
。　

問　
災
害
時
に
回
線
の
混
雑
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
通

信
障
害
が
起
こ
っ
た
場
合
の
利

用
は
。

答　
役
場
の
発
電
設
備
に
接
続

す
る
の
で
、
災
害
時
に
ア
プ
リ

へ
の
接
続
が
で
き
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、

携
帯
の
キ
ャ
リ
ア
に
よ
っ
て
は
、

通
信
障
害
で
使
え
な
く
な
る
可

能
性
は
あ
る
。

問　
被
災
写
真
を
投
稿
す
る
際

の
ル
ー
ル
は
。

答
多
く
の
写
真
を
一
度
に
投

稿
し
な
い
な
ど
、
今
後
ル
ー
ル

作
り
が
必
要
。

問　
村
内
で
24
時
間
使
用
で
き

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
注
１
）
の
設
置
場

所
は
。

答
24
時
間
常
時
使
用
で
き
る

設
置
場
所
は
な
い
。

問　
た
ま
か
わ
観
光
交
流
施
設

Yodge

へ
の
設
置
は
。

答
現
在
は
設
置
し
て
い
な

い
。
指
定
管
理
者
と
協
議
し

た
上
で
、
設
置
の
方
向
で
検

討
す
る
。

問　
す
が
ま
プ
ラ
ザ
交
流
セ
ン

タ
ー
の
体
育
館
へ
の
設
置
は
。

問　
避
難
所
と
し
て
活
用
を
し

た
こ
と
の
あ
る
施
設
は
。

答
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
・

保
健
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
・
北
須

生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
の
４
箇
所
。

問

備
蓄
を
し
て
い
る
場

所
は
。

答
す
が
ま
プ
ラ
ザ
交
流
セ
ン

タ
ー
防
災
倉
庫
と
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
２
箇
所
。

問

応
急
飲
料
水
の
備
蓄

数
は
。

答
玉
川
村
内
全
体
で
、
約
７

０
０
ℓ
。

問　
飲
料
水
や
食
品
の
処
分
方

法
は
。

答
今
ま
で
は
廃
棄
処
分
を
し

て
い
た
が
、
今
後
は
期
限
が
切

れ
る
前
に
、
防
災
訓
練
等
で
の

利
活
用
を
検
討
す
る
。

問
令
和
５
年
９
月
か
ら
運
用

開
始
を
し
、
約
７
ヶ
月
が
経
過

し
た
が
、
災
害
時
の
避
難
行
動

支
援
に
役
立
つ
公
式
ア
プ
リ
と

し
て
の
課
題
は
。

答　
必
要
な
情
報
が
瞬
時
に
取

得
で
き
る
こ
と
か
ら
、
村
民
の

認
知
度
を
高
め
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
者
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が

課
題
。

問　
防
災
ア
プ
リ
の
配
信
開
始

や
内
容
に
つ
い
て
の
周
知
は
。

答
村
広
報
誌
や
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
随

時
周
知
す
る
予
定
。

Qたまかわ防災ア
プリの現状は

Aダウンロード者
数は38人

QAEDの設
置場所は
A公共施設
で11箇所

Q玉川村内の
　備蓄は
A20名の避難者
で12日間程度

防災アプリの
ダウンロード
方法

すがまプラザ交流センター
防災倉庫

AED設置場所（保健センター）

答　
夜
間
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
が
難
し
い
状
況
の
た

め
、
費
用
等
を
含
め
検
討
す
る
。

問　
設
置
場
所
の
周
知
は
。

答
誰
も
が
簡
単
に
見
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
各
施
設
に
お
い
て

位
置
図
を
整
備
す
る
。

問　
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会(

普
通
救

急
救
命
講
習
等)

の
実
施
は
。

答　
令
和
２
年
度
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
実
施
を
し
て
い
な
い
が
、

５
類
へ
の
移
行
に
伴
い
、
ま
ず

消
防
団
等
の
組
織
を
中
心
に
、

講
習
会
を
開
催
し
て
い
く
考
え
。

問　
村
職
員
へ
の
講
習
会
の
実

施
は
。

答
職
員
に
対
し
て
講
習
会
を

実
施
し
て
い
る
が
、年
数
も
経
っ

て
い
る
の
で
、
機
器
の
更
新
時

な
ど
に
合
わ
せ
て
、
実
施
し
て

い
く
考
え
。

AED設置場所（保健センター）

（
注
１
）
Ａ
Ｅ
Ｄ
：
自
動

体
外
式
除
細
動
器

大
おおら

羅 将
ひとし

議員



と
連
携
し
な
が
ら
、
対
応
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

問　
介
護
を
す
る
方
を
対

象
と
し
た
研
修
、
講
習
、
セ

ミ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
実

施
が
必
要
と
考
え
る
。
現
在

ま
で
ど
の
よ
う
な
事
業
を
実

施
し
て
い
る
の
か
。

答　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
開
催
、
毎
月
一

回
の
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開

催
、
介
護
者
の
つ
ど
い
を
年

２
回
開
催
し
て
い
る
。
事
業

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
。

問

高
齢
者
や
認
知
症
の

方
々
の
見
守
り
に
つ
い
て
は
。

答　

社
会
福
祉
協
議
会
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
村
保

健
師
で
の
訪
問
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
希
望
者
に
は

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
や
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
活
用
し
見
守
り
事
業

も
実
施
し
て
い
る
。

問　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
よ

り
行
方
不
明
者
が
見
つ
か
っ

た
と
の
事
例
が
あ
り
、
是

非
村
も
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
利

用
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
一
部
の
自
治
体
に
お

い
て
も
利
用
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
カ
ー
ド
は
認
知

症
の
み
で
な
く
、
物
忘
れ
の

不
安
の
方
々
で
も
利
用
で
き

問　
年
末
に
石
川
郡
内
で

発
生
し
た
行
方
不
明
者
の
中

に
は
、
認
知
症
が
原
因
と
思

わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
早

め
に
何
ら
か
の
対
策
を
取
る

べ
き
と
思
う
が
、
村
と
し
て

の
考
え
は
。

答　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
医
療
機
関
等
の
関
係
機
関

る
の
で
、
村
と
し
て
高
齢
者

の
支
援
と
し
て
利
活
用
が
可

能
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
見
守
り
活
動
に
つ
い

て
、
携
帯
電
話
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
を
活
用
し
た
位
置
情
報

の
確
認
を
す
る
方
法
も
あ
る

が
、
導
入
す
る
考
え
は
。

答　
一
部
の
自
治
体
で
は

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
村
と
し
て
も
利
活
用
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

金
銭
面
で
の
負
担
が
出
る
な

ど
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
現

時
点
で
は
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
関
係
機
関
と
も

連
携
、
協
議
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

「希望をかなえるヘルプカード（例）」

17 令和６年４月18日発行
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Q認知症の方への対応は
A対応を強化していく

一
般
質
問

石
いし

井
い

清
きよかつ

勝 議員
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一
般
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問

答　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
組
織
し
検
討
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
基
本
構

想
や
基
本
計
画
等
を
策
定

す
る
予
定
。

問　
隣
接
す
る
地
権
者
と

の
話
し
合
い
は
。

答　
駅
利
用
者
や
隣
接
す

問

村
長
の
こ
の
開
発
計
画

に
対
す
る
思
い
や
考
え
は
。

答

村
民
の
皆
様
が
利
用

し
や
す
い
、
皆
さ
ん
に
望
ま

れ
る
、
親
し
ま
れ
る
村
の
象

徴
と
な
る
よ
う
な
エ
リ
ア
に

な
る
よ
う
に
し
た
い
。

問　
現
時
点
で
の
進
捗
状

況
は
。 Q旧駒木根工業(株)

工場跡地利用は
A検討中

Q移住、定住に向けた
事業展開は
A空き家・空き地の
　有効活用に努める

旧須 中校庭 地すべり防止工事

更地になった工場跡地

飯
いいじま

島 三
さぶろう

郎 議員

Q移住、定住に向けた
事業展開は

A空き家・空き地の
　有効活用に努める

る
地
権
者
も
含
め
た
周
辺
住

民
の
方
々
、
さ
ら
に
は
村
民

の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
検
討
す
る
。

問　
盛
土
の
計
画
は
。

答　
具
体
的
な
活
用
方
法

を
検
討
す
る
中
で
、
一
体
的

に
検
討
し
た
い
。

問　
空
き
家
、
空
き
地
な

ど
村
が
斡
旋
し
た
件
数
は
。

答　
平
成
26
年
の
事
業
開

始
か
ら
空
き
地
21
件
、
空
き

家
18
件
、
合
計
39
件
の
う
ち

空
き
地
５
件
、
空
き
家
６
件

の
11
件
が
成
立
し
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
空
き

家
・
空
き
地
バ
ン
ク
へ
の
登

録
推
進
と
有
効
活
用
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　
旧
須
釜
中
学
校
校
庭

宅
地
造
成
の
次
に
予
定
し

て
い
る
宅
地
造
成
計
画
は

あ
る
か
。

答　
村
に
お
け
る
分
譲
地

の
造
成
計
画
は
予
定
し
て
い

な
い
。
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一
般
質
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
３
６
５

名
。
令
和
５
年
度
も
両
施
設

と
も
ほ
ぼ
前
年
度
同
様
の
利

用
者
数
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
村
内
・
村
外
利
用
者

数
は
。

答　
令
和
４
年
度
の
利
用

者
数
で
、
推
進
ル
ー
ム
は
、

村
内
１
５
９
２
名
、
村
外
９

２
５
名
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

は
、
村
内
２
７
３
名
、
村
外

92
名
。

問　
夜
間
の
利
用
者
数
は
。

答　
令
和
４
年
度
の
夜
間

利
用
者
数
は
、
推
進
ル
ー
ム

は
１
０
０
０
名
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
は
２
５
７
名
。

問　
推
進
ル
ー
ム
の
夜
間

の
開
館
日
を
増
や
す
こ
と
の

考
え
は
。

答　
現
在
、
混
雑
を
理
由

に
利
用
で
き
な
か
っ
た
方
は

い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
維

持
の
予
定
。

問　
集
団
検
診
・
特
定
健

康
診
査
等
を
踏
ま
え
た
「
健

康
の
駅
た
ま
か
わ
」活
用
は
。

答　
特
定
保
健
指
導
の
対

象
者
や
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者

の
保
健
指
導
で
推
進
ル
ー
ム

利
用
を
促
し
て
い
る
。「
メ

タ
ボ
解
消
」
や
「
筋
ト
レ
」

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

問　
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
の
実
施
状
況
は
。

答　
令
和
４
年
度
の
特
定

健
診
受
診
者
５
７
５
名
、
特

定
保
健
指
導
実
施
者
20
名
。

令
和
５
年
度
は
事
業
完
了
し

て
い
な
い
が
、
特
定
健
診
受

診
者
５
８
２
名
、
特
定
保
健

指
導
実
施
者
18
名
。

問
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
検
診
」
の
導

入
は
。

答　
現
状
で
は
、
一
部
地

域
の
み
の
限
定
的
実
施
で

あ
る
こ
と
、
効
果
を
裏
付

け
る
客
観
的
事
実
な
ど
が

不
明
確
な
点
も
あ
る
の
で
、

問　
「
健
康
の
駅
た
ま
か
わ

健
康
推
進
ル
ー
ム
」
利
用
促

進
と
健
康
増
進
施
策
に
つ

い
て
。健
康
推
進
ル
ー
ム（
以

下
、
推
進
ル
ー
ム
）
と
文
化

体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

（
以
下
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
）

そ
れ
ぞ
れ
の
年
間
利
用
者

数
は
。

答　
令
和
４
年
度
実
績
は

推
進
ル
ー
ム
２
５
１
７
名
、

Q「健康の駅推進
ルーム」利活用促
進策は

A情報発信と環境整
備して活用を促す

必
要
な
情
報
収
集
を
図
り

判
断
し
た
い
。

問　
役
場
職
員
を
対
象
に

し
て
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
検
診
」
を
導

入
し
、
職
場
内
の
健
康
意
識

の
向
上
を
図
っ
て
み
て
は
。

答　
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
検
診
」
に
関

す
る
情
報
を
共
有
し
、
担
当

課
と
も
必
要
性
を
協
議
し
て

判
断
し
た
い
。

問　
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ナ
ー
ス
」
の
職
務
内
容
と
期

待
す
る
効
果
は
。

答　
初
め
て
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
募
集
す
る
職
種

で
あ
る
。
地
域
住
民
の
身
近

な
存
在
と
し
て
、
高
齢
者
宅

等
へ
の
訪
問
、
地
区
サ
ロ
ン

等
へ
参
加
し
て
、
健
康
づ
く

り
、
介
護
予
防
の
推
進
を
中

心
に
広
く
活
動
し
て
も
ら
う

予
定
。
住
民
と
の
日
常
的
な

関
わ
り
合
い
の
中
で
、
同
じ

目
線
に
立
ち
、
地
域
健
康
課

題
の
解
消
や
健
康
・
社
会
生

活
に
不
安
を
抱
え
る
住
民
と

行
政
・
地
域
と
の
架
け
橋
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

問　
現
在
の
応
募
状
況
は
。

答　
現
在
１
名
の
応
募
。

問　
配
属
先
は
。

答　
健
康
福
祉
課
を
予
定
。

問　
「
元
気
な
た
ま
か
わ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
の
実
績
と
効
果
は
。

答　
参
加
人
数
75
名
、
ポ

イ
ン
ト
交
換
に
よ
る
商
品
券

発
行
枚
数
５
８
１
枚
。
運
動

習
慣
や
健
康
に
興
味
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

意
見
が
多
く
あ
り
、
健
康
意

識
向
上
と
運
動
習
慣
化
な
ど

の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
。

問　
参
加
人
数
の
目
標
設

定
は
し
た
の
か
。

答　
目
標
設
定
は
し
て
い

な
い
。

問　
健
康
意
識
向
上
が
認

め
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
今

後
に
継
続
し
た
事
業
の
予

定
は
。

答　
現
時
点
で
は
、
同
様

の
事
業
実
施
計
画
は
な
い
。

健康の駅たまかわ 健康推進ルーム

佐
さ く ま

久間安
やすひろ

裕 議員
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○は出席　×は欠席　空欄は担当外

　前回の議会だよりから本誌面上で３ケ月分の行事（議員活動）をお知らせしています。

行事（議員活動）一覧　「令和６年１月～３月」

議
会
活
動

月 日 行事（活動）名
大　

羅

佐
久
間

小　

針

石　

井

渡　

邊

小　

林

大
和
田

飯　

島

西　

川

三　

瓶

塩　

澤

須　

藤

1

４ 令和６年仕事始め式（就業改善センター） ○

７
令和６年玉川村消防団出初め式（文化体育館） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年二十歳を祝う会（マーヴェラス末広） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12
議会広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○

石川地方町村議会議長会（石川町） ○

26 議会基本条例制定特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2

2～６ 日華親善友好都市台湾省鹿谷郷訪問（台湾） ○ ○

15 須賀川地方広域消防組合議会（須賀川市） ○

21 石川地方生活環境施設組合議会全員協議会（石川町） ○ ○ ○

22

議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○

議会基本条例制定特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

26～27 令和５年度（第２回）県町村議会議長会定期総会（福島市） ○

29 議会全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3

４～８ ３月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 総務産業建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 玉川中学校卒業証書授与式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 認定こども園たまかわクックの森卒園式 ○

22
玉川第一小学校卒業式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

須釡小学校卒業証書授与式 ○ ○ ○ ○ ○

25 教育委員会委員任命書交付式（就業改善センター） ○

27
議会広報編集特別委員会 ○ × ○ ○ ×

村道中-16号線開通式 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

28
須賀川市制施行７０周年記念式典（須賀川市） ○ ○

公立岩瀬病院企業団議会定例会（須賀川市） ○

29 玉川村退職等辞令交付式（就業改善センター） ○

村道中-16 号線の開通により、玉川中学校への通
学路としての利便性向上はもちろんのこと、地域と
地域を結ぶ架け橋となる重要な生活インフラとし
て、地域全体の振興発展にも大きく寄与するものと
期待します。

村道中-16号線　開通式（３月２７日）村道中-16号線　開通式（３月２７日）

テープカットの様子
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公立岩瀬病院企業団議会、
須賀川地方広域消防組合議会、石川地方生活環境施設組合議会

定例会・臨時会レポート

村の負担金 843万円村の負担金 843万円

村の負担金 1億4,469万円村の負担金 1億4,469万円

村の負担金 1億5,495万円村の負担金 1億5,495万円

　当村議会から公立岩瀬病院企業団議会、須賀川地方広域消防組合議
会、石川地方生活環境施設組合議会、それぞれの議会議員として定例
会等へ出席しているよ。
　今回は12月定例会以降に開催された各議会についての概要をお知
らせするね。

〇 公立岩瀬病院企業団議会　　
　　出席者（大和田 宏議員）
　　令和５年12月定例会／令和５年12月26日開催
　　・職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例　…………………………………　可決
　　・病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例　…………………………………　可決

　　令和6年3月定例会／令和6年3月28日開催
　　・企業長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例　………………………　可決
　　・職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例　…………………　可決
　　・使用料及び手数料条例の一部を改正する条例　………………………………………　可決
      ・病院事業会計予算　………………………………………………………………………　可決

　　
〇 須賀川地方広域消防組合議会
　　出席者（西川 良英議員）
　　令和6年2月定例会／令和6年2月15日開催
　　・損害賠償の額の決定及び和解　　　　　　　…………………………………………　報告
　　・職員の給与に関する条例の一部を改正する条例　　…………………………………　承認
　　・手数料徴収条例の一部を改正する条例　　　　………………………………………　可決
　　・令和5年度須賀川地方広域消防組合一般会計補正予算 　…………………………… 可決
　　・令和6年度須賀川地方広域消防組合一般会計予算　 ………………………………… 可決

〇 石川地方生活環境組合施設組合議会
　　出席者（小針 竹千代議員、佐久間 安裕議員、大羅 将議員）
　　令和6年第1回定例会／令和6年2月21日開催
　　・職員の給与に関する条例の一部を改正する条例　……………………………………　可決
　　・会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例　……　可決
　　・令和5年度石川地方生活環境施設組合一般会計補正予算　 …………………………　可決
　　・令和6年度石川地方生活環境施設組合一般会計予算　 ………………………………　可決

議
会
活
動



別れの春

（玉川中学校）

（須釡小学校）

お兄さん、遊びましょ♪お兄さん、遊びましょ♪

（認定こども園たまかわクックの森）

バンザーイ!!バンザーイ!!

卒園おめでとう。
小学校に行ってもがんばってね

学び舎からの巣立ち

（認定こども園たまかわクックの森）
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出逢いと

（玉川第一小学校）

（須釡小学校）

（玉川中学校）

（玉川第一小学校）

ステキー！

夢に向けて旅立ちます

たくさん友達
　　　　できるかな⁉
たくさん友達
　　　　できるかな⁉

（玉川第一小学校）（（玉玉川第一第一小一小学小学校学校）校）

たたた

（玉川中学校）（（玉玉川中

今日から一年生だ。
　　　　　　頑張るぞー
今日から一年生だ。
　　　　　　頑張るぞー
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村に居住する10～ 30代は、議会にふれ
る機会が少なく、関心が薄いと感じる。小・
中学校の授業などで議会の見学や体験がで
きる機会があれば、少しでも関心を持って
もらえるのではないでしょうか。

村の事業として高齢者を対象としたサー
ビスを行っていますが、高齢者だけでなく、
ケガや病気などで車を運転できなくなる時
があったりするので、これからも事業の継
続発展を行ってもらえると嬉しいです。

Vol.28

村民の声

　議員定数のアンケート調査ありがとうご
ざいます。私は、何の予備知識もなくとり
あえずの気持ちで回答しました。議会だよ
りでその件についての報告を読んで、また
自身の考えを改めました。そこで思うこと
は、村民の意見の吸い上げは、一回一方向
ではなく、複数回双方向の意見交換のほう
が、村民が考える時間を持てるのでは、と
いうことです。

　幼少から、議会や行政などに慣れ親しん
で理解できるように、小・中学生の議会傍
聴や投票場の見学、村長のお仕事見学や職
場体験、座学などがあったらいいなと思い
ます。

●議会に対して●議会に対して

●村に対して●村に対して

令和５年度
女性から見た
まちづくり研究会
委員

令和５年度
女性から見た
まちづくり研究会
副代表

谷
つむらや

しのぶさん
　　

小
お の

野 愛
あ い こ

子さん　
　　　

【
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
が
決
定
】

　
委  

員  

長　
大　

羅　
　
　

将

　

副
委
員
長　

堀　

越　

美　

保

　

委　
　

員　

円　

谷　

兼　

一

　

委　
　

員　

佐
久
間　

福　

男

　

委　
　

員　

小　

針　

善　

誠

改
選
も
あ
り
、
広
報
委
員
に
新
人

議
員
４
名
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
村
民
の
方
々
が

議
会
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
頂
け

る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
く
て
見
や

す
い
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

皆
様
の
意
見
も
反
映
し
な
が
ら
、

早
く
読
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
や
内
容
に
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　

 (

委
員
長　
大
羅　
　
将
）楽しく議会だより作り


